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これまでケイ酸カルシウム系セメントのアパ
タイト形成能は主に疑似体液中で評価されてき
ましたが、私たちは独自の動物実験モデルを構
築し、生体内での評価を進めています。
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ポルトランドセメント（コンクリート原料のひ
とつ）をベースとして1990年代に開発された歯
科用ケイ酸カルシウム系セメントは、今日では歯
内療法（歯の根の治療）に欠かせない材料となっ
ています。これは本材料が、歯髄あるいは歯周組
織との界面で骨類似アパタイトを析出させ、組織
修復を促進するという特異的な性質（生体活性）
を有しているためです。ここ数年間では、治療上
の操作性を改善した多数の発展製品が開発されま
した。しかしながら、各種の添加物が材料本来の
アパタイト形成能にどのような影響を与えている
るかは十分に検証されていません。そこで私たち
は、各種組成の材料についてアパタイト形成能の
評価を行い、どのような構成成分がセメントの生
体活性を増進あるいは減退させているのかを解明
することを目指して研究を進めています。
現在は生体内あるいは模擬的生体環境において
既成製品の評価を行っていますが、今後は各種組
成の材料を自家調製し、構成成分によるアパタイ
ト形成能の差異を詳細に調べていく予定です。本
研究の成果は、治療効果と操作性を両立した新規
ケイ酸カルシウム系セメントの開発につながると
考えています。
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